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第21号

　

茅
野
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月
24
日（
金
）か

ら
３
月
22
日（
水
）ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
な
ど
21
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳
情
４
件
が
審
議
さ
れ
、
１
件
が

採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と
な
り
、
議
員
提
出
議
案

に
つ
い
て
条
例
案
１
件
、
意
見
書
案
１
件
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

〇
茅
野
市
議
会
で
は
、
今
年
度
の
定
例
会
か
ら
、
議
会
改
革
の
一
環
と

　

し
て
、
議
会
専
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
導
入
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ

　

ス
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

議
会
内
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
検
討
委
員
会
が
中
心
と
な
り
検
討
を
重
ね
、

こ
れ
ま
で
数
回
に
わ
た
り
全
議
員
で
操
作
方
法
を
練
習
し
て
き
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
よ
り
、
予
算
書
や
決
算
書
を
除
く
大
半
の
資
料
を

電
子
化
す
る
見
通
し
で
、
年
間
数
十
万
円
の
経
費
節
減
に
な
る
ほ
か
、

会
議
資
料
の
整
理
整
頓
、
資
料
作
成
の
負
担
軽
減
、
情
報
公
開
の
促
進

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
議
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に
あ
た
り
、
先
進
地
の
事

例
を
参
考
に
、
端
末
機
の
使
用
範
囲
や
禁
止
事
項
な
ど
を
定
め
た
使
用

基
準
な
ど
を
策
定
し
ま
し
た
。
各
議
員
に
は
任
期
中
に
限
っ
て
端
末
機

が
市
か
ら
貸
与
さ
れ
、
議
場
だ
け
で
な
く
、
自
宅
や
出
張
先
で
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
新
年
度
予

算
案
に
つ
い
て
、
全
議
員
が
所
属
す
る
「
予
算
決
算

委
員
会
」
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
３
月

　
　
　

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

平
成
29
年
３
月

　
　
　

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一
般
会
計
２
２
８
億
４
千
万
円

平
成
29
年
度
予
算
を
可
決

一
般
会
計
２
２
８
億
４
千
万
円

平
成
29
年
度
予
算
を
可
決

前
年
度
比
８
億
１
千
万
円（
３
・
４
％
）の
減

茅
野
市
議
会

「
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
：

　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
導
入
」

「
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
：

　
　
　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
を
導
入
」

表紙写真　桜の花



ちの市議会だより　第21号33

　
　

「
保
育
所
施
設
維
持
管
理
費
工
事

　
　

請
負
費
に
保
育
園
改
修
工
事
費
と

し
て
、
１
３
８
３
万
１
千
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
ど
の
保
育
園
に
つ
い
て

改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
る
か
。」

　
　

「
笹
原
保
育
園
・
中
央
保
育
園
の

　
　

冷
房
設
置
工
事
、
中
央
保
育
園
の

フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
、
金
沢
保
育
園
の

ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
、
泉
野
保
育
園
の

温
水
シ
ャ
ワ
ー
設
置
工
事
、
湖
東
保
育

園
・
み
ど
り
ヶ
丘
保
育
園
の
内
外
装
設

備
改
修
工
事
、
泉
野
保
育
園
の
屋
根
改

修
工
事
、
そ
の
他
、
消
防
設
備
の
補
修

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。」

　
　

「
産
後
ケ
ア
事
業
費
に
つ
い
て
、

　
　

市
内
の
産
科
医
療
機
関
の
み
対
象

に
す
る
の
で
は
な
く
、
広
域
的
に
対
応

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
里
帰
り
出
産
な

ど
も
想
定
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
方

が
対
象
と
な
る
か
。」

　
　

「
茅
野
市
が
産
後
ケ
ア
事
業
を
実

　
　

施
す
る
こ
と
は
、
諏
訪
地
域
の
産

科
医
療
機
関
へ
お
知
ら
せ
し
て
お
り
、

茅
野
市
民
が
茅
野
市
外
の
医
療
機
関
で

産
後
ケ
ア
を
受
け
た
場
合
も
補
助
の
対

象
と
な
る
。
茅
野
市
民
以
外
の
方
は
、

茅
野
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
の
対
象
と
な

ら
な
い
。」

　
　

「
成
年
後
見
権
利
擁
護
事
業
へ
の

　
　

支
援
と
し
て
１
３
７
５
万
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

を
行
う
の
か
。」

　
　

「
主
な
予
算
と
し
て
、
社
会
福
祉

　
　

協
議
会
助
成
事
業
費
の
法
人
運
営

事
業
補
助
金
を
前
年
度
に
比
べ
、
１
０

１
２
万
２
千
円
増
額
し
た
。
こ
れ
は
、

成
年
後
見
権
利
擁
護
支
援
事
業
を
進
め

る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
に「（
仮
称
）

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、

正
規
職
員
２
名
分
の
人
件
費
を
含
ん
で

い
る
。」

委
員
会
の
審
査

主
な
質
疑

　

常
任
委
員
会（
予
算
決
算
委
員
会
・
総

務
環
境
委
員
会
・
経
済
建
設
委
員
会
・
福

祉
教
育
委
員
会
）
で
審
査
し
た
、
主
な

議
案
と
質
疑
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
２
２
８
億

４
千
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　
　

「
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

　
　

費
２
１
５
３
万
２
千
円
の
う
ち
、

八
ヶ
岳
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
ラ
イ
フ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
へ
２
千
万
円
の
負

担
金
が
支
出
さ
れ
る
が
、
こ
の
委
員
会

は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
か
。」

　
　

「
市
民
の
方
が
約
40
名
、
市
の
職

　
　

員
も
含
め
る
と
、
70
名
か
ら
80
名

の
体
制
と
な
る
。
組
織
の
母
体
は
、
縄

文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
市
民
会
議
で
あ

る
。
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
現
化
を

目
指
し
て
い
く
。」

予算決算委員会

予
算
決
算
委
員
会

樋
口　

敏
之

委
員
長

平
成
29
年
度
茅
野
市
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
14
号

「
縄
文
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

教
育
・
子
育
て
に
つ
い
て

福
祉
に
つ
い
て

問答

問問 答

問答

答



ちの市議会だより　第21号 34

　
　

「
産
後
ケ
ア
事
業
の
補
助
金
は
い

　
　

く
ら
か
。」

　
　

「
自
宅
に
助
産
師
等
が
訪
問
す
る

　
　

「
出
張
相
談
型
」
は
、
１
回
の
利

用
料
は
４
千
円
と
な
り
、
う
ち
２
千
円

が
補
助
さ
れ
る
。
利
用
は
６
回
ま
で
と

な
り
、
利
用
券
が
発
行
さ
れ
る
。
産
科

医
療
機
関
等
に
宿
泊
す
る
「
宿
泊
型
」

は
産
後
３
か
月
以
内
の
方
が
対
象
で
あ

り
、
１
泊
２
万
５
９
０
０
円
の
う
ち
、

市
の
補
助
は
８
割
程
度
と
な
る
。
ま
た
、

産
科
医
療
機
関
等
へ
通
所
す
る
「
通
所

型
」
は
、
１
回
１
万
８
０
０
円
で
あ
り
、

市
が
８
割
程
度
補
助
す
る
。」

　
　

「
新
商
品
開
発
支
援
事
業
費
補
助

　
　

金
２
百
万
円
に
つ
い
て
、
新
商
品

や
縄
文
関
連
商
品
の
開
発
に
あ
た
り
、

売
り
上
げ
が
伸
び
る
商
品
と
す
る
た
め

に
も
消
費
者
の
意
見
を
反
映
し
た
ら
ど

う
か
。」

　
　

「
新
商
品
開
発
や
、
縄
文
関
連
商

　
　

品
開
発
に
あ
た
り
、
審
査
の
上
、

補
助
金
が
支
給
さ
れ
る
が
、
消
費
者
の

会
の
代
表
者
も
審
査
会
の
委
員
と
な
っ

て
お
り
、
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

ま
た
、
専
門
家
か
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
よ
り
良
い
商
品
が
生
ま

れ
る
よ
う
な
事
業
と
し
て
い
く
。」

　
　

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定

　
　

事
業
費
６
５
９
万
９
千
円
に
つ
い

て
、
茅
野
駅
周
辺
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
進
め
て
い
く
の

か
。」

　
　

「
県
営
中
山
間
総
合
整
備
事
業
費

　
　

に
つ
い
て
、
広
田
ほ
場
整
備
が
行

わ
れ
る
が
、
地
元
負
担
金
は
ど
の
く
ら

い
か
。」

　
　

「
地
元
負
担
金
は
、
２
４
０
０
万

　
　

円
で
あ
る
。」

農
業
に
つ
い
て

新
商
品
に
つ
い
て

　
　

「
観
光
振
興
支
援
事
業
の
中
で
、

　
　

小
津
安
二
郎
記
念
・
蓼
科
高
原
映

画
祭
へ
の
補
助
金
１
千
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
る
。
本
年
度
は
、
若
い
世
代
向

け
の
新
企
画
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。」

　
　

「
若
者
や
若
い
親
子
な
ど
に
参
加

　
　

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
託
児
所
を
設
け
た
、

マ
マ
シ
ア
タ
ー
を
計
画
し
て
い
る
。

ま
た
、
親
子
で
楽
し
む
企
画
と
し
て
、

無
藝
荘
を
会
場
と
し
て
、
昭
和
の
映
画

の
勉
強
会
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
違
い
を

学
ぶ
企
画
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。」

　
　

「
観
光
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費

　
　

委
託
料
１
３
６
万
７
千
円
に
つ
い

て
、
本
年
度
も
引
き
続
き
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
集
落
支
援
員
を
募
集
す

る
の
か
。
ま
た
、
ど
の
く
ら
い
の
人
数

を
募
集
す
る
の
か
。」

　
　

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
、

　
　

15
名
を
採
用
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
10
名
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
の
採
用
が
決
定
し
て
い
る
。
残
り
５

名
に
つ
い
て
は
、
自
然
体
験
活
動
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
き
る
経
験
者
や
旅
行
業
の

資
格
が
あ
る
方
に
絞
っ
て
、
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
募
集
し
て
い
く
。」

　
　

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
集
落

　
　

支
援
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
ど
の
く
ら
い
の
方
が
市
営
住
宅

サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
旭
ヶ
丘
へ
入
居
さ
れ

た
か
。」

　
　

「
４
月
採
用
者
10
名
の
う
ち
、
７

　
　

名
が
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
旭
ヶ
丘
へ

入
居
す
る
。
夫
婦
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
方
も
お
り
、

家
族
で
入
居
さ
れ
る
方
も
い
る
。」

　
　

「
観
光
温
泉
施
設
管
理
運
営
費
工

　
　

事
請
負
費
６
８
５
万
円
に
つ
い

て
、
す
ず
ら
ん
の
湯
は
、
そ
の
維
持
の

た
め
、
毎
年
多
額
の
費
用
が
か
か
る
が

理
由
は
。」

　
　

「
す
ず
ら
ん
の
湯
は
寒
冷
地
に
あ

　
　

る
た
め
、
雪
や
寒
さ
に
伴
う
施
設

の
傷
み
が
で
る
。
そ
の
た
め
毎
年
様
々

な
修
繕
が
必
要
に
な
る
。
ま
た
、
建
築

か
ら
20
年
以
上
経
過
し
、
経
年
劣
化
に

よ
る
傷
み
も
出
て
い
る
。
本
年
度
は
、

男
女
の
サ
ウ
ナ
室
の
改
修
を
行
う
。」

観
光
に
つ
い
て

問問 答答

問問

問問

問

問

答

答答

答

答

む
げ
い
そ
う

安
全
・
安
心
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

第19回小津安二郎記念・蓼科高原映画祭の様子



ちの市議会だより　第21号35

　
　

「
国
際
交
流
事
業
費
４
０
３
万
円

　
　

の
う
ち
旅
費
５
７
万
２
千
円
に
つ

い
て
、
本
年
度
ロ
ン
グ
モ
ン
ト
市
へ
は

市
長
の
ほ
か
に
誰
が
訪
問
す
る
の
か
。」

　
　

「
本
年
度
は
、
市
長
及
び
教
育
長

　
　

が
ロ
ン
グ
モ
ン
ト
市
へ
訪
問
す

る
。」

　
　

「
ロ
ン
グ
モ
ン
ト
市
は
Ａ
Ｔ
企
業

　
　

の
集
積
地
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
産
業
間
の
連
携
の
可
能
性
を
探
る

た
め
に
も
担
当
者
を
同
行
さ
せ
た
ら
ど

う
か
。」

　
　

「
本
年
の
ロ
ン
グ
モ
ン
ト
市
へ
の

　
　

訪
問
に
あ
た
り
、
産
業
間
の
連
携

の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
商
工
課
長
も

同
行
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
旅
費

に
つ
い
て
は
、
産
・
学
・
公
連
携
事
業

費
に
計
上
し
て
い
る
。」

　
　

「
長
野
県
と
コ
ロ
ラ
ド
州
は
連
携

　
　

し
て
い
る
が
、
国
際
交
流
に
つ
い

て
も
、
長
野
県
と
茅
野
市
と
の
連
携
は

考
え
て
い
る
か
。」

　
　

「
昨
年
、
長
野
県
知
事
が
訪
米
し

　
　

た
際
に
茅
野
市
と
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ

州
ラ
ラ
ミ
ー
市
の
交
流
に
つ
い
て
、
デ

ン
バ
ー
の
総
領
事
館
よ
り
提
案
が
さ
れ

た
。
ロ
ン
グ
モ
ン
ト
市
と
ラ
ラ
ミ
ー
市

は
非
常
に
近
い
た
め
、
本
年
度
の
訪
問

の
中
で
、
ラ
ラ
ミ
ー
市
へ
も
訪
問
し
、

大
学
間
の
連
携
や
産
業
間
の
連
携
に
つ

い
て
模
索
す
る
。」

●
反
対
意
見

「
平
成
29
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、
組

織
改
正
や
保
育
園
の
統
廃
合
の
話
は

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
の

手
法
と
は
程
遠
い
と
感
じ
る
。
ま
た
、

困
窮
家
庭
が
増
え
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
入

学
・
卒
業
祝
金
は
廃
止
さ
れ
た
ま
ま
で

あ
り
、
就
学
援
助
費
は
切
り
下
げ
ら
れ

た
ま
ま
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
つ
い
て
も
、
個
人
住
民
税
に
係
る
特

別
徴
収
税
額
決
定
通
知
書
の
簡
易
書
留

は
無
駄
で
あ
る
。
平
均
的
に
予
算
を
配

分
し
た
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。
多
子

世
帯
の
保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て
も
、

積
極
的
な
子
育
て
支
援
と
い
う
な
ら

ば
、
保
育
が
必
要
な
児
童
の
兄
姉
の
年

齢
に
つ
い
て
も
っ
と
広
げ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要

な
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
か
疑
問
に

感
じ
る
た
め
、
こ
の
予
算
に
は
反
対
す

る
。」

●
賛
成
意
見

「
平
成
29
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
平

成
26
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、
３
年
間
の

財
政
構
造
改
革
の
成
果
に
よ
り
、
達
成

さ
れ
た
財
政
基
盤
の
安
定
と
強
化
を
引

き
続
き
堅
持
し
、
常
に
財
政
規
律
を
保

持
す
る
目
的
の
も
と
、
編
成
さ
れ
た
予

算
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
確
か
に
引

き
続
き
議
論
が
必
要
な
事
業
も
あ
る

が
、
本
予
算
の
執
行
が
市
民
フ
ァ
ー
ス

ト
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
、
本
予
算
に

賛
成
す
る
。」

問問

問答

答答

答

国
際
交
流
に
つ
い
て

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
税
に
関
す
る
法

令
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
規
定

の
整
備
を
行
う
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
公
布
の
日
。
た
だ
し
、

第
１
条
中
茅
野
市
税
条
例
第
36
条
の
２

第
１
項
た
だ
し
書
の
改
正
規
定
は
、
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
の
日
。

　
　

「
平
成
27
年
６
月
に
、
専
決
処
分

　
　

に
よ
り
茅
野
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
し
た
。当
時
、消
費
税
の
増
税
に
つ

い
て
、延
期
す
る
と
い
う
話
が
あ
っ
た
の

で
、こ
の
部
分
を
抜
い
て
提
案
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
。
施
行
日
ま
で
余
裕
が
あ

る
場
合
で
も
専
決
処
分
す
る
理
由
は
。」

　
　

「
平
成
27
年
６
月
に
、
茅
野
市
税

　
　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
に
つ
い
て
、
承
認
を
し
て
い

た
だ
い
た
時
点
で
は
、
消
費
税
の
増
税

に
つ
い
て
、
法
律
で
実
施
す
る
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
条
例
改
正
を

行
っ
た
。
施
行
日
に
余
裕
が
あ
る
場
合

で
も
、
十
分
な
周
知
期
間
を
経
た
後
、

施
行
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。」

総
務
環
境
委
員
会

両
角　

昌
英

委
員
長

茅
野
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
７
号

　
　

「
茅
野
駅
周
辺
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

　
　

ル
か
ら
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲

を
考
え
て
い
る
。
重
点
地
区
を
設
け
る
。

駅
周
辺
や
宮
川
地
区
で
国
県
の
大
き
な

事
業
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
含
め
て
地

区
設
定
を
し
て
い
く
。」

答

討
　
論

問

交流の様子



職業訓練校建物視察

ちの市議会だより　第21号 36

「
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」の

取
り
組
み
に
賛
同
を

表
明
す
る
陳
情

不
採
択

陳
情
３

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

交
渉
会
議
に
参
加
し
、
条
約
締
結

を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
関
す
る
陳
情

採
択

陳
情
４

「
核
兵
器
廃
絶
は
日
本
も
国
際
決
議
で

賛
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
陳
情
は
署
名

に
賛
同
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
核

兵
器
廃
絶
国
際
署
名
の
取
組
は
理
解
す

る
が
、
署
名
は
住
民
の
自
由
意
思
な
の

で
、
本
陳
情
は
不
採
択
。」

「
本
陳
情
は
署
名
を
強
要
す
る
も
の
で

は
な
い
。
日
本
と
し
て
核
兵
器
廃
絶
は

強
く
訴
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
日

本
政
府
も
核
兵
器
を
無
く
す
べ
き
だ
と

い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で
、
本
陳

情
は
採
択
。」

「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
会
議
を
持
つ
こ

と
に
、
日
本
は
反
対
し
て
い
る
。
安
全

保
障
上
の
高
度
な
問
題
で
あ
り
、
地
方

議
会
で
の
意
思
決
定
の
範
囲
を
超
え
て

い
る
の
で
、
議
会
の
権
限
外
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
陳
情
は
不
採
択
。」

「
国
連
で
核
兵
器
撤
廃
の
決
議
を
す
る

際
に
、
日
本
は
段
階
的
な
縮
小
、
廃
絶

を
求
め
る
と
い
う
意
見
書
に
賛
成
し
て

い
る
。
積
極
的
に
条
約
会
議
に
出
て
、

日
本
の
段
階
的
な
削
減
を
主
張
し
、
廃

絶
に
向
け
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
。

茅
野
市
も
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て

い
る
た
め
、
本
陳
情
は
採
択
。」

不
採
択
の
意
見

不
採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
自
治
法
第
96
条

第
１
項
第
６
号
の
規
定
に
よ
り
、
茅
野

高
等
職
業
訓
練
校
と
し
て
使
用
し
て
い

た
建
物
を
茅
野
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
の
事
務
所
と
し
て
使
用
す
る
た
め
、

建
物
及
び
そ
の
土
地
を
茅
野
市
総
合
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
へ
無
償
で
貸
し
付
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
。

貸
付
け
の
期
間
は
、
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
34
年
３
月
31
日
ま
で
。

　
　

「
茅
野
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

　
　

社
へ
貸
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
経

過
は
。」

　
　

「
職
業
訓
練
校
法
人
茅
野
協
会
か

　
　

ら
、
茅
野
高
等
職
業
訓
練
校
を
廃

止
し
た
い
と
い
う
申
入
れ
が
あ
っ
た

際
、
現
在
講
座
を
実
施
さ
れ
て
い
る

方
々
か
ら
、
茅
野
高
等
職
業
訓
練
校
廃

止
後
も
、
講
座
を
実
施
し
て
い
き
た
い

と
の
強
い
希
望
が
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
、
講
座
を
継
続
し
て
い
く
場
合
、
ど

の
よ
う
に
建
物
の
管
理
を
し
て
い
く
の

が
よ
い
か
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
茅

野
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に
こ
の

建
物
に
移
動
し
て
い
た
だ
き
、
事
務
所

と
し
て
活
用
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
建

物
全
体
の
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
の
が

よ
い
と
の
結
論
に
な
っ
た
。」

経
済
建
設
委
員
会

伊
藤　

勝

委
員
長

財
産
の
無
償
貸
付
に

　
　
　
　
　
　

つ
い
て

可
決

議
案
第
２
号

問答

「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」に

関
す
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願
書

不
採
択

請
願
１

「
過
激
化
す
る
テ
ロ
行
為
を
防
ぎ
、
国

民
の
財
産
生
命
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

必
要
で
あ
る
。
上
程
し
て
国
民
の
代
表

に
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
る
た
め
、
本
請
願
は
不
採

択
。」

「
こ
の
法
案
は
テ
ロ
を
取
り
締
ま
る
の

で
は
な
く
、
事
前
に
抑
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
凶
悪
犯
罪
を
規
制
す
る
法
律

に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
法
律
が
成
立

す
る
と
監
視
社
会
と
な
り
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
る

の
で
、
本
請
願
は
採
択
。」

不
採
択
の
意
見

採
択
の
意
見



　

こ
の
議
案
は
、
茅
野
市
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
す
る
利
用

者
負
担
額
に
つ
い
て
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
第
19
条
第
２
号
の
支
給
認
定

額
に
係
る
保
護
者
に
対
す
る
多
子
軽
減

措
置
の
拡
大
を
行
う
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
。

　
　

「
対
象
が
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

　
　

年
生
ま
で
に
兄
姉
が
い
る
世
帯
と

な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
小
学
校
３
年
生

ま
で
な
の
か
。」

　
　

「
今
回
の
改
正
は
、
現
在
１
号
認

　
　

定
と
２
号
認
定
と
で
不
公
平
感
が

有
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
小
学

校
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
改
正
を

行
う
。」

ちの市議会だより　第21号37

　

こ
の
議
案
は
、
市
単
独
住
宅
の
家
賃

に
つ
い
て
、
子
育
て
世
帯
及
び
新
婚
世

帯
に
対
す
る
減
額
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
入
居
率
の
向
上
及
び
若
年
世

帯
へ
の
生
活
支
援
を
図
る
た
め
の
も
の
。

　

施
行
日
は
、
平
成
29
年
４
月
１
日
。

　
　

「
家
賃
の
減
額
に
つ
い
て
、
通
常

　
　

の
家
賃
よ
り
25
％
減
額
さ
れ
る
が
、

減
額
率
の
根
拠
は
何
か
。」

　
　

「
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
旭
ヶ
丘
と
同

　
　

様
の
間
取
り
の
市
営
住
宅
の
家
賃

や
、
建
築
年
数
な
ど
を
基
準
に
し
、
市

営
住
宅
の
一
番
高
い
家
賃
を
下
回
ら
な

い
金
額
と
す
る
た
め
、
25
％
の
減
額
率

と
し
た
。」

　
　

「
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
旭
ヶ
丘
に
入

　
　

居
す
る
方
が
増
え
ず
、
空
き
部
屋

が
減
ら
な
い
場
合
は
、
別
荘
的
な
使
い

方
や
、
移
住
対
策
な
ど
に
も
使
え
な
い

か
。」

　
　

「
市
営
住
宅
や
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス

　
　

旭
ヶ
丘
の
入
居
に
あ
た
り
、
住
民

票
の
異
動
が
必
要
に
な
る
た
め
、
別
荘

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ

ス
旭
ヶ
丘
は
、
公
営
住
宅
法
に
則
ら
な

い
市
単
独
住
宅
で
あ
る
た
め
、
入
居
促

進
の
取
組
は
、
今
後
、
柔
軟
に
考
え
て

い
き
た
い
。」

茅
野
市
営
住
宅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
第
10
号

サンコーポラス旭ヶ丘　外観

問問 答

問答

答

問答

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の

復
活
を
も
と
め
る

陳
情
書

陳
情
２

「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
現

在
、
経
営
所
得
安
定
対
策
に
切
り
替
わ

っ
て
お
り
、
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
、
慎
重
に
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
日
本
国
内
や
茅
野
市
の
農
業
は
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
農
業
の

衰
退
を
防
ぎ
た
い
と
い
う
陳
情
者
の
心

情
は
理
解
で
き
る
。
農
地
の
荒
廃
を
防

ぎ
、
農
業
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
も
、

政
府
に
は
、
効
果
的
な
農
業
経
営
対
策

や
、
農
地
の
維
持
・
管
理
に
対
す
る
補

償
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

陳
情
の
趣
旨
に
は
賛
同
し
、
趣
旨
採

択
。」

趣
旨採択

趣
旨
採
択
の
意
見

福
祉
教
育
委
員
会

松
山　

孝
志

委
員
長

茅
野
市
子
ど
も
の
た
め
の

教
育
・
保
育
給
付
に
関
す
る

利
用
者
負
担
額
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

可
決

議
案
８
号

　
　

「
建
物
の
今
後
の
活
用
方
法
は
。」

　
　

「
茅
野
市
総
合
サ
ー
ビ
ス
株
式
会

　
　

社
の
事
務
所
や
、
講
座
の
会
場
と

し
て
使
用
す
る
教
室
以
外
の
空
き
部
屋

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し

て
い
く
。」



●
反
対
討
論

「
国
民
の
生
命
・
身
体
に
深
刻
な
被
害

を
も
た
ら
す
テ
ロ
行
為
を
事
前
抑
止
す

る
手
段
を
講
じ
る
こ
と
は
極
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
る
。
法
案
に
対
し
て
乱
用

の
危
険
性
は
現
実
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

東
京
五
輪
の
テ
ロ
対
策
と
し
て
導
入
す

る
必
要
が
あ
る
。」

●
賛
成
討
論

「
準
備
罪
の
取
り
締
ま
り
に
よ
り
一
般

市
民
へ
の
監
視
が
強
ま
り
、
自
由
な
発

言
や
活
動
が
縛
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
国
際
組
織
犯
罪
条
約
を
締
結
す

る
た
め
に
は
現
在
あ
る
法
律
で
も
対
応

で
き
、
東
京
五
輪
の
テ
ロ
防
止
も
可
能

で
あ
る
。」

●
反
対
討
論

「
国
際
社
会
に
お
い
て
は
核
兵
器
廃
絶

に
は
賛
成
し
て
い
る
が
、
署
名
に
つ
い

て
は
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
で
決
め
る

こ
と
で
あ
り
、
議
会
が
強
要
す
る
も
の

で
は
な
い
。」

●
賛
成
討
論

「
日
本
は
、
世
界
で
最
初
の
、
現
状
唯

一
の
戦
争
核
爆
弾
の
被
害
国
で
あ
り
、

茅
野
市
は
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て

い
る
自
治
体
で
あ
る
。
日
本
政
府
も
平

和
憲
法
を
持
つ
国
の
政
府
と
し
て
、
こ

の
署
名
に
賛
同
す
べ
き
で
あ
る
。」

●
反
対
討
論

「
核
兵
器
の
法
的
禁
止
を
国
際
法
に
位

置
付
け
る
条
約
で
あ
り
、
核
兵
器
を
持

つ
米
国
に
守
ら
れ
て
い
る
日
本
に
と
っ

て
国
を
ど
う
や
っ
て
守
る
か
の
高
度
な

国
際
政
治
問
題
で
あ
り
、
地
方
議
会
の

権
限
外
で
あ
る
。」

●
賛
成
討
論

「
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
茅

野
市
は
そ
の
願
い
、
期
待
に
そ
っ
て
、

交
渉
会
議
に
参
加
し
核
兵
器
禁
止
条
約

の
締
結
に
つ
と
め
て
も
ら
い
た
い
。」

●
反
対
討
論

「
本
予
算
は
、
基
金
に
頼
ら
ず
、
財
政

規
模
も
全
会
計
で
0
・
9
％
の
縮
小
が

な
さ
れ
、
財
政
的
に
は
よ
く
練
ら
れ
た

予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
反
面
、
基
盤

と
な
る
市
民
が
主
権
者
で
あ
る
と
い
う

意
識
が
欠
如
し
て
い
る
。

【
保
育
園
の
管
理
計
画
】
市
民
、
利
用

者
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
、
計
画
を
作

成
し
た
結
果
、
市
民
か
ら
の
声
で
、
内

容
は
変
更
さ
れ
、
笹
原
と
み
ど
り
ケ
丘

保
育
園
の
統
廃
合
は
、
結
論
を
先
送
り

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
】
４

月
か
ら
介
護
保
険
の
要
支
援
者
サ
ー
ビ

ス
が
、
自
治
体
で
事
業
化
さ
れ
、
地
域

の
福
祉
力
が
求
め
ら
れ
る
時
に
、
４
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
２
人
の
セ
ン
タ
ー

長
が
２
か
所
ず
つ
掛
け
持
ち
す
る
と
い

う
予
算
で
あ
り
、
と
て
も
十
分
な
体
制

と
は
言
え
な
い
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
】
国
の
方
針
そ
の
ま

ま
に
特
別
徴
収
税
額
通
知
に
、
個
人
番

号
を
記
載
し
て
送
付
し
、
番
号
管
理
の

た
め
に
簡
易
書
留
で
の
郵
送
と
な
り
、

2
0
0
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
国
の
言
い
な
り
で
税
金
を
使
う
こ

と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

税
を
納
め
、
茅
野
市
に
暮
ら
す
市
民

が
公
共
施
設
を
は
じ
め
、
市
の
行
う
事

業
す
べ
て
の
主
体
で
あ
り
、
中
心
で
あ

る
べ
き
で
あ
る
。」

●
賛
成
討
論

「
委
員
会
で
の
審
査
に
お
い
て
各
事
業

詳
細
な
説
明
を
う
け
、
要
望
に
対
し
て

も
市
側
見
解
を
聴
け
た
。
審
査
・
審
議

で
は
平
成
29
年
度
市
政
経
営
方
針
、
予

算
経
営
方
針
ま
た
、
茅
野
市
の
課
題
を

予
算
案
に
反
映
し
、
整
合
性
が
取
れ
て

い
る
か
が
重
要
に
な
る
が
、
歳
入
が
厳

し
い
中
で
お
お
む
ね
妥
当
で
あ
る
。」

「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」に

関
す
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願
書

請
願
1
本
会
議
に
お
け
る
討
論不

採
択

「
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」の

取
り
組
み
に
賛
同
を
表
明

す
る
陳
情

陳
情
３

不
採
択

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の

交
渉
会
議
に
参
加
し
、
条
約
締
結

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

関
す
る
陳
情

陳
情
４

採
択

平
成
29
年
度

茅
野
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
14
号

採
択

平成29年３月定例会　請願・陳情　議決結果

　国会において「テロ等組織犯罪準備罪」の法案を提出する準備
を進めている。テロ対策に見えるが、中身は一般国民の自由と人
権を著しく侵害する恐れのある危険性の高い法案であり、提出を
断念するよう政府に求めるもの。
　米価が下落し、生産者およびコメの流通業者は厳しい状況に置
かれている。農業の衰退を防ぐために、販売農業者に対し、生産
に要する費用と販売価格との差額を交付する制度の復活を政府関
係機関に求めるもの。
　日本も国際決議で賛成している核兵器廃絶について国際署名の
取り組みに賛同し、長野県、日本政府に表明することを求めるもの。
　日本を含め核保有国は未だ核兵器禁止条約に反対しているが、
核兵器のない世界をめざし、日本政府に交渉会議に参加し、条約
締結を求めるよう、意見書の提出を求めるもの。

「テロ等組織犯罪準備罪」に関
する意見書採択を求める請願書

農業者戸別所得補償制度の復活
をもとめる陳情書

「核兵器廃絶国際署名」の取り
組みに賛同を表明する陳情

日本政府に核兵器禁止条約の交
渉会議に参加し、条約締結を求
める意見書の提出に関する陳情

茅野市９条の会

農民運動諏訪
農民センター

五味　省七

五味　省七

表　題 趣　旨 提出者
議決結果

委員会 本会議

不採択

趣旨
採択

趣旨
採択

番号

陳情３

陳情４

陳情２

請願１ 不採択

不採択 不採択

採択 採択
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平成29年3月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対 ※議長は採決には加わりません。

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
　
　
議
　
　
案

議
員
提
出
議
案

報
告
請
願

陳
　
情

番
　
　
　
号

件 名

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

採択

可決

可決

否決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
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○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

●

○

●

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

●

○

○

○

○

総

総

経

経

総

総

福

経

経

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

予

総

経

総

総

付
託
委
員
会

議
決
結
果

小
池
　
賢
保

北
沢
千
登
勢

宮
坂
　
武
男

望
月
　
克
治

山
岸
　
正
衛

篠
原
　
啓
郎

樋
口
　
敏
之

伊
藤
　
玲
子

伊
藤
　
　
勝

両
角
　
昌
英

両
角
　
秀
喜

矢
島
　
正
恒

長
田
　
近
夫

小
尾
　
一
郎

伊
藤
　
正
陽

丸
茂
　
岳
人

松
山
　
孝
志

平成28年度茅野市一般会計補正予算（第４号）の専
決処分の承認を求めることについて

茅野市行財政改革推進市民委員会設置条例等の一部
を改正する条例について

諏訪広域連合規約の一部変更について

茅野高等職業訓練校条例を廃止する条例について

財産の無償貸付について

茅野市特別会計設置条例の一部を改正する条例について

茅野市税条例等の一部を改正する条例について

茅野市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について

平成28年度茅野市一般会計補正予算（第５号）について

平成29年度茅野市一般会計予算について

平成29年度茅野市国民健康保険特別会計予算について

平成29年度茅野市後期高齢者医療特別会計予算について

平成29年度茅野市国民健康保険診療所特別会計予算について

平成29年度茅野市水道事業会計予算について

平成29年度茅野市下水道事業会計予算について

平成29年度茅野市米沢鋳物師屋財産区特別会計予算について

平成29年度茅野市豊平下菅沢財産区特別会計予算について

平成29年度茅野市泉野大日影財産区特別会計予算について

茅野市子どものための教育・保育給付に関する利用者
負担額を定める条例の一部を改正する条例について

茅野市道路河川等公共物管理条例の一部を改正する条
例について

平成28年度茅野市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）について

専決処分の報告について

「テロ等組織犯罪準備罪」に関する意見書採択を求める請願書

「地球を守れる社会体制創り」の為の陳情書

農業者戸別所得補償制度の復活をもとめる陳情書

「核兵器廃絶国際署名」の取り組みに賛同を表明する陳情

日本政府に核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、条約
締結を求める意見書の提出に関する陳情

茅野市議会委員会条例の一部を改正する条例について

核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、条約締結を求める意見書

原発事故避難者の住宅支援の継続を求める意見書

議場
配布

趣旨
採択

議決日は、3月22日の議会最終日（但し、議案第1号は、2月24日の開会日に即決）

1

3

4

5

2

6

7

8

9

10

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

1

1

1

2

3

4

1

2

3
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件　　　名

14

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

要　　　　　　　旨

（1）第５次総合計画の目指すまちづくりについて

（2）人口減少・少子高齢化問題について

（3）広域連携のあり方について

（1）高齢者の閉じこもりの現状について

（2）閉じこもりをなくすための施策について

（1）自然エネルギーの推進について

（2）環境への配慮について

（1）支援を必要とする子供や家庭への行政組織の連携と情報の共有につ

　　　いて

（2）茅野市が目指す小中一貫教育と信州型コミュニティースクールにつ

　　　いて

（1）「ゆいわーく茅野」の目指す市民活動の姿について

（2）第５次総合計画や公共施設等総合管理計画等を踏まえた、これから

　　　の行政経営について

（1）公共施設バリアフリー化の今後の計画

（2）観光地トイレの洋式化の今後の計画

（3）Wi-Fi環境整備の今後の計画

（4）市内温泉施設の利用時間の拡大について

（1）周辺環境の整備について

（2）地域住民に大学を利用してもらう取組とは

（3）海外姉妹校の検討について

（4）就職斡旋の取組とは

（1）多くの市民を巻き込み、共感してもらえるフェスティバルにするた

　　　めに

（1）全国平均と茅野市の平均正答率の比較

（2）学力向上の課題と改善策

（3）学力テストの結果公表について

（1）県と市町村の検討会議について

（2）市の施策について

（3）検討に当たっての課題について

（1）冬季間の曇り防止の対策について

（2）蓄熱方式カーブミラーの設置について

（1）修正案に至った経緯と各地区で出された意見について

（2）（仮称）統廃合検討委員会設置について

（3）その後の進め方について

（1）子どもの現状の把握について

（2）どのような取組が必要と考えるか

（3）取組への支援や連携はいかがか

（1）地域創生総合戦略との整合性はとれているのか

（2）統廃合２園の存続の検討はしたのか

（3）保育士不足の対応について

丸
茂
岳
人

山
岸
正
衛

矢
島
正
恒

両
角
昌
英

伊
藤　

勝

長
田
近
夫

伊
藤
玲
子

北
沢
千
登
勢

平成29年度新年度予算の政策と
施策について

高齢者の積極的社会参加について

自然エネルギーの推進と環境への
配慮について

子育て・教育に係る主要施策につ
いて

市民活動・行政経営に係る主要施
策について

市内観光地及び公共施設の今後に
ついて

公立諏訪東京理科大学と地域住民
及び企業がより交流する取組とは
何か

第０回　八ヶ岳ＪＯＭＯＮライフ
フェスティバルについて

全国学力・学習状況調査（全国学力
テスト）について

子ども医療費窓口無料化について

「茅野市保育園管理計画（案）」
地元説明会実施後、改めて示され
た修正案について

蓄熱方式カーブミラー設置につ
いて

子どもカフェ（子どもの居場所）
づくりの必要性について

保育園の統廃合について

※一般質問通告一覧は受付順となっています。

　平成29年３月定例会の一般質問は、３月７日、８日、９日の３日間行
われ、14人の議員から26項目についての質問が市側に出されました。
　茅野市ホームページから一般質問の録画映像がご覧いただけま
す。また、同ホームページの『会議録検索システム』より会議録の
閲覧ができますので、ご利用ください。

茅野市の課題を問う！

平成29年３月定例会一般質問通告一覧

ちの市議会だより　第21号 40
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件　　　名

20

21

22

23

24

25

26

15

16

17

18

19

要　　　　　　　旨

（1）平26年9月議会「マイナンバー制度への取組について」マイナンバ

　　　ーの現状と今後の活用について

（2）平成27年6月議会「茅野市においてのビッグデータ・オープンデー

　　　タの活用について」

　　　ビッグデータの活用とオープンデータの活用状況について

（3）平成27年9月議会「茅野市土地開発公社が所有していた土地の売却

　　　について」

　　　市内造成団地の販売状況と今後の販売戦略について

（4）平成28年3月議会「市内小中学校の情報通信環境とその活用について」

　　　４月から始まる小中一貫教育の中でどのような体制と仕組みで活用

　　　するのか

（1）公共施設等総合管理計画の目指すものについて

（2）公共施設等総合管理計画の構想について

（3）公共施設等総合管理計画の展開について

（1）政策を立案・執行するに当たって、留意あるいは心掛けていること

　　　は何か

（2）住民にアピールしたい、アピールできる政策、住民として誇りを持

　　　ってもらえるような政策は何か

（3）今後、立案したい、しなければならないと考えている政策は何か、

　　　あるいは、その分野は何か

（1）地元住民の反対決議をうけて、市長はどう考え、どう対応するのか

（1）専門職として働いている非正規職員の待遇改善について

（2）同一労働同一賃金に向けて非正規職員の待遇改善に市はどう取り組

　　　もうとしているか

（1）保育士不足の現状とその原因をどう考えているか

（2）保育園職員の待遇と労働環境・労働条件改善について

（3）保育園施設の改善（職員トイレ・更衣室等の設置）について

（1）少子化対策の骨格について

（2）少子化対策に関わる予算配分について

（3）結婚に至る支援体制について

（1）道路整備事業の予算配分について

（2）地元企業の活用について

（1）どの様に活用していくかについて

（2）教育上での活用について

（1）マイナンバーカードの発行状況

（2）市役所で扱う個人情報の漏洩防止策

（3）特別徴収税額通知書の内容について

（1）就学援助費の支給方法と回数について

（2）通学区域の柔軟な運用について

（3）現代社会における乳幼児期の保育の必要性について

（1）「茅野市保育園管理計画（案）」の見直しによる、管理計画への影響

（2）管理計画における小中学校の計画

（3）公共施設の果たす役割

小
尾
一
郎

樋
口
敏
之

両
角
秀
喜

松
山
孝
志

望
月
克
治

伊
藤
正
陽

過去の一般質問に対する市側の
対応とその後について

公共施設等総合管理計画の推進
について

茅野市の政策、その現状と課題に
ついて

霧ヶ峰メガソーラー発電所建設計
画に対する住民不安解消について

非正規職員の待遇改善と労働環
境改善について

保育園管理計画（案）について

少子化対策への取組について

茅野市公共施設等総合管理計画
について

マイナンバー制度について

世界かんがい施設遺産登録につ
いて

地域における道路整備について

子育て支援について

※一般質問通告一覧は受付順となっています。
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　平成29年１月29日（日）茅野市家庭教育センターにて、茅野市女性団体連絡協議会主催「市議会議員さん
と語る会」へ参加しました。
　当日は、３つのグループに分かれ活発な意見交換を行うことができました。

・茅野市の誇りである、国宝の土偶・縄文遺跡を観光にどのように活
　かしていくかが今後の大きな課題。市民全体で取り組んでいかれた
　らいい。
・現在市内の小中学校で縄文科の授業が行われているが、自分たちは、
　この地域に住んでいるという“誇り”を持って、大人になっても地
　域を愛してほしい。

ソーラーパネルについて
・観光地であるのに、観光・景観をこわす状態になっているのが心配。
・美しい里山を大事にして守るための規制がほしい。
・多くのソーラーパネルがあることは観光的にはどうか。
・現在のように大型になって、林、田畑に作っていくと災害につなが
　りそう。
白樺湖の周辺について
・空き家、廃屋等で、観光地とはほど遠く心が痛む。
・湖の対岸から眺めると、プチアルプスのような景観がもったいない。

エコーラインについて
・柏原区へエコーラインがつながるが、市街地を通らなくなるのは、観光としてどうなのか。
ＤＭＯについて（ＤＭＯ：地域と協同して観光地域作りを行う法人）
・市民の中にどう進めていくか。前宮周辺は、観光としてもっと宣伝したらどうか。
・茅野市らしい魅力は何だろう。そのアピールを考えることが大事では。
・自然、滝、池、湖、遊歩道など大事にしてほしい。

茅野市の水について
・茅野市はおいしい水を汲むことができる場所があるので、水を推奨
　品とするには、もう少し考える必要がある。
茅野市に対する思い入れとして推奨品はどんなものが良いか
・代表するものは、たくさんあるが、「何かを」と決めるにはまだ考
　えが及ばない。
・これからの未来を担う若い世代の子育てが重要。空気もよく子育て
　のしやすい場所であるので活かすべき。
・糸萱かぼちゃが注目されているが、地元の人は単なるかぼちゃとし
　か思っていなかったが、他県からの人に素晴らしさを気づかされ、
　新たな物産になった。中に居ては、見えないことも多くある。市議
　会議員の皆さんも先進地への研修は訪問しているが、問題点のある
　地への研修も逆の視点から考えてはいかがか。
・自分で生き抜く力（自助）・行政（公助）・地域（共助）のバランスが取
　れるように、そういう意味で他に負けない茅野市と誇れるようにし
　てほしい。

「市議会議員さんと語る会」
茅野市女性団体連絡協議会主催

○縄文プロジェクトの取り組みについてグループ

○観光地（白樺湖・蓼科など）の活性化についてグループ

○茅野市で推奨するものについてグループ
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３
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
市

民
の
生
活
に
希
望
が
持
て
、
地
域

の
皆
様
に
寄
り
添
っ
た
平
成
29
年

度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
大
い

に
新
年
度
の
事
業
実
施
が
期
待
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
第
５

次
総
合
計
画
策
定
の
年
度
で
あ
り
、

各
分
野
別
の
計
画
の
策
定
年
度
で
す
。
未
来

を
見
据
え
た
希
望
に
満
ち
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
な

り
ま
す
よ
う
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
提
言
や

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

併
せ
ま
し
て
、
市
が
推
進
し
て
い
ま
す
地

域
総
合
戦
略
・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
含
め
た
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
へ

の
施
策
展
開
が
、
重
要
な
鍵
を
握
る
時
代
へ

と
移
り
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
代
に
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、

地
域
に
活
力
を
生
み
出
し
て
行
く
た
め
に
は
、

「
地
消
地
産（
地
域
で
消
費
す
る
物
を
、
地
域

で
生
産
し
て
行
く
）」
に
よ
る
地
域
内
循
環
を

高
め
て
ゆ
く
こ
と
が
、
地
域
を
潤
す
こ
と
に

つ
な
が
り
、
そ
こ
に
、
市
民
が
求
め
る
、
心

か
ら
喜
ば
れ
る
施
策
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　

議
会
広
報
部
会　

両
角　

秀
喜

議会報告・意見交換会開催のお知らせ議会報告・意見交換会開催のお知らせ
　市民の皆さんに議会活動の状況を報告するとともに、市民の皆さんから直接ご意見を

お伺いする場として、議会報告・意見交換会を開催いたします。多くの皆さんのご来場

をお待ちしています。

　
　　と　き　　平成29年７月22日（土）午後７時から

　　ところ　　市役所議会棟大会議室

　　内　容　　・議会報告：定例会で審議した主な議案について

　　　　　　　・意見交換：市政や議会に関する市民と議員との意見交換

　

平
成
27
年
５
月
議
長
就
任
以
来
、

開
か
れ
た
議
会
、
市
民
に
寄
り
添

い
、
市
民
の
た
め
の
議
会
を
目
指

し
て
、
全
議
員
の
力
と
英
知
を
結

集
し
て
議
会
改
革
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

一
、
議
会
を
も
っ
と
知
っ
て
頂
く
た
め
に

○
本
会
議
の
実
況
中
継
・
録
画
放
送

○
議
会
開
催
の
市
役
所
内
放
送
案
内

○
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
実
施
要
領
の
制
定

○
市
民
と
の
意
見
交
換
会

○
議
会
傍
聴
者
へ
の
議
案
・
資
料
の
配
布

○
議
会
だ
よ
り
の
発
刊
、
全
ペ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー
化　

○
政
務
活
動
費
収
支
報
告
書
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開

二
、
議
会
の
活
性
化
に
向
け
て

○
常
任
委
員
会
で
の
議
員
間
討
議
の
導
入

○
一
問
一
答
方
式
に
よ
る
一
般
質
問

○
議
員
連
盟
・
会
派
制
の
導
入

三
、
会
議
の
効
率
化
・
環
境
保
全
へ
の
取
組

○
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
機
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

　

引
き
続
き
、
市
民
に
寄
り
添
い
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る
議

会
を
目
指
し
て
、
議
会
改
革
の
前
進
に
努
め
て
参
る
所
存
で
あ

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
意
見
、
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て

茅
野
市
議
会
議
長　

小
松
　
一
平




